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速度が調査された。その概要は“JIBPSynthesis : Productivity of Commu-


















Lake Biwa and the Japanese 






























































































































































ねてきた IGBP(InternationaIGeosphere Biosphere Programme、地球関生物園




















































































































DIVERSIT AS (lnternationaI Programme on BiologicaI Diversity、生物多様
性国際研究計画)に関しては、その当初から関係し、 1992(平成4)年には、当
センターが中心になって提案した「共生生物圏:生物多様性を促進する生態
複合(Symbiosphere，EcologicaI Complexity for Promoting Biodiversity) Jが受
け入れられた。また翌1993(平成 5)年には、その 3大主要地域研究の lっと





れることになっている。“Diversityand Flexibility of Biotic Communities 
in Fluctuating Environment" (Kyoto、1991)、“Symbiosphere， Ecological 
Complexity for Promoting Biodiversity" (Kyoto、1992)、“EcologicalPer-
spective of Biodiversity" (Kyoto、1993)、“Biodiversityand the Dynamics 
of Ecosystem" (Singapore、1995)、“TransectStudies in Biodiversity and 
Global Change" (Beijing、1996)、“Biodiversityin the Pacific" (Suva、Fiji、
1997)。
このような国際研究のうち、当センターの教官が直接関係している、ある
いは関係してきた地域は、以下のとおりである。ロシア極東・シベリア地
域、韓国、中園、台湾、タイ、マレーシア、シン7ゲポール、インドネシア、
オーストラリア、ネパール、ルアンダ、ブルンジ、タンザニア、ザイール、
ザンビア、マラウイ、イギリス、ベルギー、オランダ、フランス、 ドイツ、
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オーストリア、カナダ、アメリカ合衆国。
また、 1992(平成4)年からは、大学院学生を対象とする国際夏期セミナー
を国内で聞いてきたが、 1995(平成7)年からはこれを海外において開催して
いる。
3. センターの運営
センターの運営は、議決機関としての協議員会と、諮問機関としての運営
委員会、それにセンター長によって行われている。協議員は、センターの教
授と京都大学の他部局の教授とからなり、現在のところそれぞれほぽ同数ず
っとなっている。また運営委員会委員は、センターの教授・助教授、センタ
ー以外の京都大学教授・助教授、京大以外の全国の学識経験者からなり、こ
れも現在のところほぽ同数ずっとなっている。なお、将来計画委員会・研究
委員会・教育委員会・共同利用委員会などが、運営委員会の下に置かれてい
る。
時限施設のため、研究科の正式な協力講座にはなっていないが、実質的に
理学研究科(動物学専攻と植物学専攻、 1994<平成6>年度からは生物科学専攻に
合ーの予定)に属し、在籍の大学院学生は25-30名である。
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